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西南 日本外帯の 下部白亜系の 堆積環境 と古地理

一ア ン モ ナ イ トなど軟体動物化石 と恐竜 に基づ く古生物地理 か らの ア プ ロ ーチー

松川正樹
＊ ・恒岡利治

＊ ＊

Sedimentary　environments 　and 　paleogeography 　of　the　Lower 　Cretaceous　in　South−

　　　 west 　Japan　based　on 　paleobiogeography　of 　ammonites 　and 　dinesaurs

Masaki　Matsukawa ＊

and 　 Toshiharu　Tsuneoka ”

Abstract　In　Southwest　Japan ，　 Lower 　Cretaceous　sediments 　are 　di＄tributed 　in　three

terranes ： Hida−Chugoku ，　Chichibu　and 　Shimanto ，　from 　inner　 to　 outer ，　 with 　 a　WNW −ESE

trend ．　 These　terranes　are 　characterizod 　mainly 　by　nonrrlarine ，　 alternation 　of 　 nonmarine

and 　 marine 　 and 　 marine 　 deposits，　 respectively ，　 which 　 are 　 interpreted　 to　 have 　 accumulated

in　fluvio一ユacustrine 　through 　shailow 　 marine 　g．　helf　to　 shelf 　slQpe 　environments ，

　 Additionally，　 the　 oecurrence 　 of 　 ammonites ，　 which 　were 　distributed　in　the　Teth−

yan ，　NW 　European ，　 northern 　Pacific　 and 　Boreal　 provinces ，　 in　 southwest 　 Japan ，　 provides

importan 七 evidence 　for　 the　 inf王u θnce 　 of 　both　 cold 　and 　 warm 　 water 　 currents 　 originatirlg

in　 the　 Arctic　 and 　 near 　 the　 Equa 七〇 r，　 respeotivcly 、　 The　 latitude　 of 　 Southw θ st 　 Japan 　in

Early　Cretaceous，　therefore ，　 is　inferred　from　the　currents 　generated　by　the　 coriolis 　 force．

　 Lower 　Cretaceous　dinosaurs　frorn　bQth　the　inner　 and 　 outer 　 sides 　 of 　Southwest

Japan 　show 　that　the　Japarlese三slan δs　in　Early　CretaeoQus　ti【no 　 were 　a 　part　of 　the　 Asian

cont ／nent ．

は　 し　 が 　き

　西南 日本に は，内側 か ら外側に か けて，河川 成な

い し湖成堆積相か ら浅海陸棚堆積相 をへ て陸棚斜面

の 堆積相 に い た る
一．
ド部 白亜系が分布し，東西方向に

帯状 に 配列す る （Figure 　1）．こ れ は
， 西南 日本外帯

の 地質構造区分の 配列とも調和的 で あ る の で ， 西南

日本外帯に特徴的 な帯状配列 の 発達様式 を考察する
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上 で重要で あ る．さ ら に，い くつ か の 異 な る堆 積相

は，西南 日 本外帯 の 前期自亜紀 の 堆積相の 発達様式

や 古地理 を考察する た め の 格好の 材料 と な る．し か

し，
こ れ らの 堆積相は 互 い に 離れ て見 ら れ る の で，

まず堆積当時 の 異なる堆積相の相互関係を把握す る

こ と が不可欠で ，そ れ を基 に，同時異相関係の 理解

と含有化石 の 古生態 や古生物地理上 の 意味の解釈が

行 われるべ きで あ ろ う．

　西南 日本外帯 の 下部白亜系は
， ア ン モ ナ イ トを は

じめ とす る軟体動物化石 と恐竜 を産 し，浅海相 と非

海成相 と の 層序的な L 下 関係を示す．こ れ は，異な

る 堆積相 の 相 互 関係 を考え る う え で 有益 で あ る．そ

の うえ，
ア ン モ ナ イ トが 関東か ら九州に い た る西南

日本 の 広 い 地域 に わ た っ て 分布す る の で，西 南 日本

の 浅海相 の 時代論や古生物地理 上 の 特徴 を促 え る に

は好材料 で あ る．ま た，恐竜は 西南 日本 の 内帯地 域
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Figure　l．　 Map 　 showing 　 outcrops 　 of 　 Lower 　Cretaceous　 strata 　in　 SouLhwest　 Japan ．1： Choshi，
2： Sanchu ，3： Ueno ，4： 0gouchi ，5： Idaira、6： Todai ＆ Misakubo ，7： Yuasa ，8 ：south 　Kii、9 ： Yura ，
10： Katsuuragawa ，　 ll： Nakaizu ，12： Kaminaka ，⊥3： Kltoson，14： Monobe ＆ Ryoscki ，15： Birafu、
16： Doganaro，17； Haidateyama，18； Yamabu ，19； GQshonoura ＆ M 漁 ne ，20： Yatsushiro，
2工： Uminoura

や ア ジ ア 大陸 の もの と の 比較 か らそ れ ら の 地域 との

陸続 き関係 を議論す る うえで の 材料 に なる．従 っ て
，

ア ン モ ナイ トと恐竜 は
， 西南 日本 の 前期 白亜紀 の 古

地 理 の 解釈の た め の 好材料と な り，西南 囗本 の
．
ド部

白亜 系 の 堆積相 が 内側 か ら外側 へ 元来．．・連 の 堆積場

で形成 され た もの で あ っ た こ と を示唆す る．こ れ は，

前期 白亜紀 の デ
ー

タ に 基 づ い て 得た解釈 で は ある が，

西南 日本 の 発達過程 に 関す る 最近 の い くつ か の 解釈

（例 え ば，田代 ，
⊥985，1986 ；磯崎 ・丸 山 ， 1990，

1991 ；磯崎
・
板谷，1991）の なか で ，少 な く と も主

と し て 古生物学的検討 に 基づ い て 示 され た 大規模 な

横ずれ運動 に よ る とす る 解釈 （田代，1985，1986）と

は 異 な る．

　そ こ で ，本研究で は，生 物相 と堆 積相 に 基 づ き，

西南日本外帯の 古地理 を論ず る．

下部白亜系の堆積相 と生物相に基づ く堆積環境 の概要

1．関東山地

　下部 白亜系 は，秩父帯 の 中部 （山中 白亜 系 ： Ma −

tsukawa
，

ユ983），同南部 （浜平層群 の 1皿帯 ： 久田 ・
　 　 　 　 　 　 お　ぐら や ま

岸田，1986 ；御座山麟 ； 岩 崎 ほ か，1989），お よび

四万十帯 （小河内層群 ： Sashida θt α 1．，1984）に分
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布す る （Figures　l ＆ 2）．秩父帯中部 の 山 中白亜系

は，礫岩 ・砂岩 ・砂岩泥岩互 層 ・泥岩 か ら な り，ア

ン モ ナ イ ト を は じめ とする軟体動物化石 ， 恐竜 ， 有

孔虫化石，放散虫化石，植物化石を含み，浅海陸棚

相 と 解釈 さ れ る （Matsukawa ，1983），こ こ で は，

非海成層か ら海成層 へ の 層序的変化が 2 回認 め られ ，

本邦 の 前期 自亜紀の 第 2 期と第 3 期海進期 （Matsu −

kawa ＆ Obata，1989 ，ユ992）に 相当す る ．．・
方，

秩父帯南部の 浜平層群 や御座 山層 は，チ ャ
ー

ト
・
石

灰岩 ・火 山性砕屑岩 ・砂 岩 ・頁岩な ど の 岩塊 と頁岩

や砂岩な どの 基質か ら構成 され る 混在 岩 か ら な り，

付加体で の 崩壊 ・再堆積が推定 され て い る （久田
・

岸田，ユ986）．こ れは，関東 山地 の 秩 父帯南部 の 堆

積相が付加体内で 形成 ， 滑動 ， 崩壊 ， 再堆積 を 繰 り

返 して い た （石井 ・松川 1980；Sato　 et α1．， 198i　 i

Hisada，1983 ；高 島 ・小 池 ，ユ984 ；Sashida＆

Tonishi，上985）こ とを示す．四万十帯小 河内層群 に

も浜乎層群 と同様の特徴を呈す る混在岩が認められ ，

類似 の 環境下 で の 堆積が推定さ れ て い る （久 田 ・岸

出，1986）．さ ら に，山中白亜 系に接す る 南北両側

の 秩父帯で も時代は異な る が付加体に特徴の 堆積相

が あ る （久田 ほ か，⊥989）．

　 L1」中 白亜系は，基底礫岩を もっ て南北両側 の 秩父

累層群上 に不整合で乗 っ て お り，こ れ らの礫岩は南

北両側か ら運搬さ れ た こ とが フ ァ ブ リ ッ ク解析 の 結

果か ら示 され る （lshii　et　al ．，1991）（Figure　3），従 っ

て ，浅海陸棚相 の 山中 白亜系が堆積を開始 した とき

（Hauterivian 後期）に は，そ の 南北両 側 に は付加

体 で 形成 した秩父累層 群がそ の 基盤と して存在 して

い た と解釈 され る．こ の 解釈は，山中白亜 系と秩父

帯南部 の 浜平層群や 四万十帯 の 小河内図群 との 同時

異相関係 が示 され る と共 に，現在 の 秩父帯南部 の 秩

父累層群が大規模な横ずれ運動を起こ した結果の も

の で ない 限 り，北 か ら南 に 連続する浅海陸棚か ら陸

棚斜面 へ の 堆積場が推 定 され る．

4

N

（a ）

N

（b）

Figure　 3，　 Rose　 diagram，　 indicating　current

directions、　based　 on 　the　fabric　of 　c（）nglQmerates

（iエnbrication ）in　 the 　 basal　 Ishido　Formation

（a ： northern 　and 　b： southern 　flanks）（cited 　frorn
工shii 　et 　al ．，1991）．

2 ．四 国東部

　勝浦川盆地に は，秩 父帯中 に下部 白亜 系が南北 2

帯に離れ て 分布す る （Figure　2）．両帯の 下 部白亜 系

は，礫岩，砂岩，砂岩泥岩互層，泥岩か らな り，軟

体動物化石や植物化石 を含み，両帯の 下部自亜系 の

岩相層序，化石層序 と堆積環境 の 変遷 の調和性 か ら

両帯 の 下 部白亜 系 の 同時異相関係が示 され る （Ta −

ble　l）（松川
・江藤，1987），両帯 の 下 部白亜 系は

，

本邦 の 多 くの 下部 白亜系で 認 め られ て い る前期白亜

紀の 第 2 回 目 の 海進期 （Hauterivian 後期）（Matsu −

kawa ＆ Obata，1992）に形成 され は じめ ，そ れ ら

の 基底部の礫岩の 構成礫種 か ら推定 す る と，当初，

北帯 の 下 部 白亜系 が 北側 の 先自亜系か ら，南帯 の そ

れ が現在 の 北帯と南帯 の 間 に あ る 黒瀬川構造帯沿 い

の 先 白亜系 から供給 され た もの と推定され る （松川 ・

江藤，⊥987）．そ の 後， こ の 海進の 絶頂期 に は，北

帯 の 下部 白亜 系 で は 成層構造 で 特徴づ け ら れ る泥質
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Table　 1．　 GeQlogical　 corlparison 　between 　 the　Lower 　 Cretaceous　 in　 the　 northern 　 and 　 southerrl

belts　 of 　 the　Katsuuragawa 　 basin　 during　the　 second 　 trarユsgressiQn 　phase　at 　Early　Cretaceous

time ．
北帯
　　　　1 」

　 　　 南 帯
1「　　　　　　　　ヒ

化石 層序

　　　　　　　　　　　　　　　　幽
同 じ時代

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　幽
堆 積環境の 変遷

　　　　　　　　　　　　　　　　1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・…．一一一一

調和 的　　　　　　　　　　　　1

海進海退の 時代 調和 的

層序区分 立川 ・
羽 ノ 浦 ・傍示下 部 菖蒲 ・狸谷

　　　　　　　　　　　1

基底層 の 礫種
チ ャ

ー
ト，孑1灰岩，砂岩

塩基性火山岩，千枚岩

流紋岩，圧砕花 崗岩

花 崗片麻岩

主 部の 岩相
泥質砂岩，砂岩
成 層 構造

砂岩泥岩互 層
ス ラ ン プ構造 　 　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E

最

初

の

悔

進

期

の

堆

積

相

動物化石

　　　　 「

汽水一浅海生軟体動物

（境地性）

テ チ ス ，ボ レ ア ル と北太
平 洋 の 動物区 に特徴的 な

ア ン モ ナ イ ト

浅海生軟体動物　　　　　　　　i

糶
生・　　　 ［

温 暖 環 境 下 の 二 枚 貝　　　　　1

下 位層 と の 関係 不整合 断層

推定さ れ る 瑞境
1

内湾〜浅海 胎 ・ 鹹 　　　　 1　　　　　「

　 ／／
／

／

　〆

　　　　　　　　　　　　　 ☆ Radi 。庖 rians

　　　　　　　　　　　　 ぐ 嘔 Di・ecti ・ n 。f　t・a 目sp 。 ， t。 価。，

ndstor ヒe

Figure　4．　 Map 　showing 　 average ＄izes　and 　 size 　 sorting 　of　grave！s　in　the 　 conglomera 七ic　 rQcks 　 and

faunal　distributions　in　the　 strata 　during 七he　first　transgression 　time．　Radiolarian 　localities　were

cited 　from 　Ishida　and 　HashimoLo （1991＞，
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砂岩と現地性の 汽水生 か ら浅海生 の 軟体動物化石 の

産 出 に よ り内 湾 か ら 浅 海の 環境 が 推 定 さ れ る

（Figure 　4）．一方，南帯 の そ れ は，ス ラ ン プ 構 造 を

呈す る 砂岩泥岩互層， 放散虫化石 と異地性が推定 さ

れ る浅海性軟体動物化石 か ら沖合 い の海域 と解釈 さ

れ る ．両帯 の 下部白亜系が デ ル タ また は そ の 周 辺 か

ら南，南東，北東 に 広が る 内湾性の 浅海域 か ら沖合

い 域に か けて の 連 の 堆積場 を形成 して い た と考え

ら れ て い る （松川
・江藤，1987）．従 っ て ，勝 浦 川 盆

地 の 下 部白亜 系が 堆積 を 開始 した 時期に は，黒瀬川

構造帯を形成する先白亜系は す で に 下部 白亜系の 後

背地 として存在 して お り，北帯と南帯の 下 部 白亜 系

は
．・

連 の堆積場の 中にあり，堆積当時か ら接近 した

位置 関係 に あ っ た と考え られ る．

3．九州東部
　 　 　 　 は い だ て や ま

　大分県佩楯 山周辺 に は，ほ ぼ東西方向に軸 を持 つ

下部白亜系が 秩父帯中 に 南北 5 帯 に 離 れ て 分布す る

（Figure　5）．こ れ ら の 地層 は
， 上限 や 下 限が 断層で

断た れ て い る が ，それぞれの 帯 に 分布する地層は い

ずれ も非海成層か ら 海成層へ の 層 序 的変化 を示 す．

こ の 地域全体で は，層序的変化が 3 回認 め られ ， そ

れ ら は本邦の 前期白亜紀の 3回 の 海進期（Matsukawa

＆ Obata，1989，1992）に 相当す る．こ れ ら の 地層
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に は礫岩が含ま れ て お り，地域的 ならびに 層序的 に

構成礫種の変化が認め ら れ る．す な わ ち，南 の 帯 の

第 1 回目の 海進期 （Berriasian期か らValanginian

期）の 地層 に は，流紋岩 ， 安山岩，石英斑 岩，ひ ん

岩や花崗岩な ど の 火成岩の 礫が卓越す る（Figure　6）．
一

方，北の 帯の 第 2 ，3 回目の 海進期（Hauterivian

期 か らBarremian 期 とAlbian期）の 地層 に は，チ ャ
ー

ト，砂岩，泥岩 ， 礫岩などの礫が卓越す る（Figure　6＞，

火成岩礫 の うち，花崗岩 や 流紋岩に は地殻の 浅い と

こ ろ で 固結 した と考え ら れ る 文象構造が 認 め られ る．

火成岩礫を供給 した後背地は，花崗岩が地下浅所で

固結 し，同時に 流紋岩が 形成さ れ る とい う酸性 の 火

山
一
深成複合岩体 を主体 とす る 地質構成で あ っ た と

推定され る．ま た
， 花崗岩礫 に は圧砕構造が 認 め ら

れ な い ．現在 こ の 地域 に は 蛇紋岩を伴う， 幅狭 く産

す る 花崗岩体が分布する．花崗岩礫は こ の 花崗岩 と

は性質が異 なる の で，こ の 花崗岩体は こ の 地域 に 分

布す る 下部 白亜系の 堆積時 よ り後に断層 に 沿 っ て 蛇

紋岩と共 に持 ち上げ ら れた可能性の高い こ と が指摘

さ れ る．さ らに ，こ れ ら の 礫 に は覆瓦状配列 が 認 め

ら れ，南側 か ら の 供給 が 示 され る （Figure　7）．また，

砂岩層中に は，同様に南側 か らの 流向を示す斜交層

理や漣痕が存在し，礫岩の 供給方向と共 に ，南側 の

後背地 の 存在が推定 され る．南 の 帯の 地 層 ほ ど古 い

時代を示す傾向がある こ とと考え合わせ る と，堆積

盆地が南か ら北 へ 移動 した こ とを示す とともに，そ

れ に ともな い 後背地に 分布す る 火成岩類 の 分布地 域

か ら離れ て い っ た こ とが 推定される．

産出化 石 に 基づ く西南 日 本外帯 の 古地理

西南日本外帯 の 下部白亜系は内側か ら外側へ 帯状に

幾つ に も分か れ て 分布する．しか し， そ れ ら を地質

時代順 に並 べ て 比較す る と，河川成ない し湖成堆積

相か ら浅海陸棚堆積相をへ て 陸棚斜面 の 堆積相 に い

た る堆積環境 の 緩 や か な変化が認め られ る．従 っ て，

それ らは内側か ら外側 へ の元来
一・

連 の堆積場で形成

さ れ た もの で ，現在 の 分布 は そ れ らの 異 な る堆積相

が 折 り畳 まれ た もの で あ る と解釈 さ れ る ．こ の 点 に

つ い て ，堆積物 の 供給方向と産出化石 の 古生 物学 的

な意義と比較 して 議論す る。

1．堆積物 の 供給

西南日本各地 の 下部 白亜系に含まれる礫岩層 と砂岩

層か ら堆積物 の 供給方向が読み 取 れ る （Figure　8），
手取層群 の 下 部白亜 系は 河川 成 な い し湖成堆積相 で

，
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Figure 　7．　Rose 　diagram 、　indicating　current 　dire

ctions ，　based　on 　Lhe　fabric　of　conglomerates

（irrlbrication＞ in 七he　 Lower 　 Cretaceous　 straLa

of　 the　 Haidateyama 　 area ，　 Geological　 map 　 is

coincident 　 with 　that　ot 　Figure　5．

い くつ か の 地域 に 離れ て 点在す る （前 田，1960 ；
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く ず Oo う

Masuda 　 et　aJ ，， 1991）．こ の うち，南西部の 九頭竜

川 に沿っ て 分布す る手取層群 は，南東 か ら北 酋 へ ，

南西 か ら北東 へ ，西 か ら東へ の 古流 向 が斜交層理 ，
ス ラ ン プ構造，樹幹の 配置 の 方向 か ら復元 され る

（Masuda 　et α1．，ユ991），こ れ は，こ の 地域 の 手取

層群の 堆積盆地 の 西，南 と東側 に後背地 が あ っ た こ

と を 示す．さ らに ，北西部 の 手取川沿 い の 手取層群

で は ， 西か ら東へ と，北西か ら南東へ の 古流向が斜

交層理，リ ッ プル 葉理，チ ャ ネル構造 の 配列，木片

や倒木の 方向か ら復元 さ れ，北 と北 西側 の 後背地 の

存在が 推定 され る （平 ・松尾，ユ983 ；Masuda　 et

α1．，1991）．こ れらの 手取層群 に はオ
ー

ソ コ
ー

ツ ァ

イ b礫が 含ま れ る．こ の うち手取川沿い の 手取層群

に含ま れ る もの は，468〜555Ma の K −Ar 年代 を示 し
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Figure　8．　 Inferred　 pa ！eogeography 　 and 　 transportation 　 systems 　 of　 the　 Lower　 Cretaceous　 strata

in　Southwest　Japan　based　on 　the　paleocurrents 　and 　horizontal　size 　 and 　 sorting 　index
changes 　 Qf　 sandstones 　 and 　 conglo エnerates ．　 Based　 on 　 Ishii　 et　 al．（1991 ），Matsukawa 　 and

Eto（1987），Chang　 et　al．（ユ987），Masuda 　 et　al ．（1991），Kalinin　 and 　Matsukawa （1991）．

（Shibata，1979），当時飛騨 帯 と 共 に 大陸 を 形 成 し

て い た中国や朝鮮半島の 先 カ ン ブ リア系起源 と解釈

され て い る （徳岡 ・大上 ，i979 ； Shibata，1979）．

また，東部 の 黒部川．．ヒ流域 の 手取層群で は，手取川

流域 の 手取層群と同様の起源と考え られ る オー
ソ コ ー

ツ ァ イ ト礫 と美濃テ レー
ン に起源が 求め られ る三 畳

紀放散虫化石 を含む チ ャ
ート礫が 含ま れ る こ と か ら

西 と東側 の 後背地 が 推定 さ れ て い る （竹内ほ か ，

1991）．従 っ て ，手取層群 の 堆積盆地 の 西，東 と南

に 後背地が存在 し て い た と推定さ れ る．こ れ は，北

方 に開い た堆積盆 の存在 を示峻 し，ロ シ ア東部の 沿

海州 の 下部 白亜系 と
一

連 の堆積盆地 を形成 して い た

可能性が高 い （Kalinin ＆ Matsukawa ，1991）．

　西南 日本 の 内側 よ りさ ら に 大陸側 の韓国の慶尚層

群で も東方から西方 へ と西方 か ら東方 へ の 古流 向が

示さ れ，東西両側の 後背地 が推定され て い る （Chang

et　al ，，　⊥987）（Figure　8）．

　西南 日本外帯で は，向斜構造を呈す る山中白亜系

の 両翼 に あ る 基底礫岩で，北東か ら南西 へ と南西か

ら北東へ の 古流向 を示す覆瓦状構造が 認め ら れ る

（lshii　 et α 1．
，

⊥991），現在 の 山中白亜系の 配列 は 西

北西 一東南東方向を呈す る が， こ の 方向 は 26Ma か

ら 5Ma ま で 起 こ っ た 本州 の 折 れ 曲が り（Kawai
et α」．，1961；笹嶋，1991）の 結果 を示 して い る ． こ

れ は，山中自亜系が堆積 し た前期白亜 紀 に は 現在 の

配列 よ り約90
°
ほ ど反時計ま わ りに回転 した位置 に

あ っ た と解釈さ れ る （Hyodo ＆ Niitsuma ，1986 ；

笹嶋，1991）．従 っ て ，山中白亜 系 の 堆積 当時 の 古

流 向は北 西か ら南東へ と南東か ら北西へ の 供給 が示

される（Figure　8）．

　四国東部 の 勝浦川盆地 で は礫径や 淘汰度の 水平方

向へ の 変化から北側 の後背地が 推定 さ れ る （Figure

4参照）（松川 ・江藤，⊥987）．こ の 状況は紀伊半島西

部，四国中部 や 九州西部 の 下 部白亜系で も認 め ら れ

（松川 ほ か，ユ987 ；Matsukawa ＆ Obata ，1993b）

前期白亜 紀当時に は 西南日本 で は北側 の陸域と南側

の 海域 が 解釈さ れ る ．し か しな が ら，九州東部 ， 四

国東部の 勝浦川盆地や関東山地 の 山中白亜系で は南

側 の 陸域 の存在が推定さ れ る が ，こ れ らは 島や 半 島

で あ っ た と推定さ れ る （Matsukawa ，1983 ；松川 ・

江藤 ，
1987）．

　前期 白亜紀に は ， 西南日本外帯で は浅海相 の 堆積
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盆地 の 北側 には陸域が解釈 され た．一．．・
方，西南 日本

内帯 で は 河川成性 ない し湖成性 の 堆積盆地 の 南，東

と西側に陸域が推定された．両帯 の 問 に は浅海性 の

堆積盆地が存在 して い た 証拠が ない の で
， 両帯 の 間

に は陸地が存在 して い た と解釈す る の が合理 的で あ

る．

　西南日本の 下部白亜 系か ら産す る 植物化石 は，領

石植物化石群 と手取植物化石群 に 区分 され る ．領石

植物化石群は外帯地域に 分布 し，熱帯 ない し亜熱帯

性 で乾燥気候を反映する．　
・
方，手取植物化石 群 は

手取地域 に 分布し，温暖湿潤性の 気候が 解釈 され て

い る （Kimura ，1979，1980，1984〕，2 つ の 異 な る気

候 を支持す る植物化石群か ら，両地域は元来異な る

陸域に存在 して い たと解釈された （Kimura ，1987）．

こ れ は
， 領石植物化石群を含む地層が 大規模な横ず

れ運動 に よ り移動 して きたもの で，元来は低緯度地

域 に存在 して い た も の で あ る と い う解釈 （田 代，

1985
，
1986）を支持 した，しか し， 西南日本の 外帯地

域 と内帯地域 の 問 の 陸域 が 現在 の 距離 よ り大 き く，

少 な く と も領石植物化石群 を 産す る 地域 が 亜 熱帯性

気候で あ っ た な ら ば，両地域が陸続 き関係 で あ っ た

とす る解釈を支持 され る （木村 に よ る 私信，1991）．

2．ア ン モ ナ イ ト

　西南日本外帯で は，本邦で 認 め ら れ て い る 前期 白

亜紀の 3 回の 海進期（Matsukawa ＆ Obata ，　 i992）

の 地層 に ア ン モ ナ イ トが含 まれ る．こ の うち
， 特 に

第 2回目の海進期（後期HauteriVian期か らBarremian

期）の 地層に は多種 の ア ン モ ナ イ トが多数含まれ る．

こ の 第 2 回口の 海進期 は
， 西南 日 本各地 で堆積盆 地

が形成 され始めたときで もあ り， 各地 の こ の時期 の

地層 か らア ン モ ナイ トが産す る．従 っ て，ア ン モ ナ

イ トに 基づ く西南日本の 前期 白亜紀当時 の 古地 理 の

解釈 の 意義 は大 きい ．

　Barremian 期 の ア ン モ ナイ トが 関朿か ら九州 に

い た る各地か ら産す る （Figure　9）．こ れ ら の ア ン モ

ナイ トは，テ チ ス
， 北西 ヨ

ー
ロ ッ パ

， ボ レ ア ル と北

1

憂iSl

　　　　　 ；il
i
’ロ　 　　 　 　 ／：ノ

きi，　 ・．．’　　 」ゾ
、 ・．．、r丶　　一

起 蹠 lll：囎：賢騨
　　　　 Area 　 influenced 　 by目
　　　　 the　 Arctic

，
s

［：：：ヨ　Inferred　land

（C8）
ras ）

as
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口 　Bivalves 　 under

　 　 the 　 warm 　 current

Pigure　9．　Distribution　of 　some 　Barremian　 a 皿 monite 　genera 　 and 　 the　presumed 　paleogeography

and 　paleocurrents　around 　Japan ．　Based　on 　Matsukawa 　and 　Obata （⊥993a）．
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太平洋 の 各動物地理 区 に特徴的なもの で あ る（Oba 七a

and 　 Matsukawa ，⊥987
，
　 Matsukawa ，⊥988 ，

Matsukawa ＆ Obata，ユ993a＞．テ チ ス 動物地理 区

の Barremites，　 Pulchellia，　 Crioceratites（C．），

Criocerαtities （Emericicerα s）等が 銚子層群，石 堂

層，有 田層，羽 ノ 浦層，佩楯山層，八竜山層か ら産

す る ．一方，北西 ヨ
ーロ ッ パ 動物地理 区 の Crio−

ceratites （／
）aracrioceras ）は 伊平層，有 田 層 ，羽 ノ

浦 層 に ， ボ レ ァ ル 動物 地 理 区 の Sinebirsleites

（Milano ω shia ）が石堂層 に，北太平洋動 物地理 区

の Sh α sticrioceras が 石堂層 ，伊平層，有 田層，羽

ノ 浦層，石場層 に含まれ る．石堂層，伊平層，有田

層 と羽 ノ 浦層 で は， 2 つ 以上 の動物地理区の ア ン モ

ナ イ トを含む が，テ チ ス 動物地理区 の それ らとそれ

以外 の 動物地理区に属する ア ン モ ナ イ トが共存 して

産する こ とは な い ．こ れ は ， ア ン モ ナ イ トを産す る

層準が ，テ チ ス 動物地理区とそれ以外 の 動物地理 区

の ア ン モ ナ イ トを産す る 槽準に 二 分 され
， 異 な る 二

つ の 水塊 （た ぶ ん海流〉の 影響 を受 けた と推定で きる．

Obata　 and 　 Matsukawa （1987）とMatsukawa 　 and

Obata （1993a）に よ れ ば，テ チ ス 動物 地 理 区 に 属す

る ア ン モ ナ イ トは低緯度地域に分布 し，ボ レ ァ ル ，

北西 ヨ
ーロ ッ パ ，北太平洋動物地理区 の そ れ らは高

緯度地 域 に分布 し，そ れ ら の 分布は 当時 の 海流分布

と調和的で あ る．従 っ て
， 西南 日本外帯 の 各地域 は，

赤道か らの 海流 と北極方向か ら の 海流 の 影響 を受け

た もの と解釈 で きる．現在の 日本付近 で は，赤道か

らの 海流 は 朿側 に ，北極方向 か らの そ れ は 西 側 に そ

れ る の で ，前者 は大陸側 か ら離れ た太平洋側を，後

者は大陸側 を流れ る．こ れ は，地球の 自転と地軸 の

傾 き に 基 づ く も の で ，北半球で は 北 緯30
°
を越 す と

赤道か ら の 海流 は束へ 向きを変え る．地軸 の 向 きが

前期白亜紀当時も現在 と同 じで あ る な ら ば，海流 の

向きの 変換 は 当時 も同 じで あ る は ず で ある．従っ て，

前期白亜紀当時の 西南 日本外 帯 は 北緯 30
°
以 上 の 位

置 に あ り，現在 の 位置 と さほ ど変わ らな か っ た と解

釈 で きる．こ れ は，本邦の 第 2 回目の 海進期 に 相 当

す る 四国中央部 の 領石層と物部川層 （＝ Figure　 2の

柚木層）の 古地磁気解析に基づ く古緯度の デ
ー

タ が

そ れ ぞ れ 22．5
°
　（14．4

°
か ら32．8

°
）と26，9

°
（Maenaka

et　al．，ユ985 ；酒井 ・丸山 ，
1985）で あ る こ と と も ほ

ぼ 調和的 で あ る．勝浦川盆地 で は，
一
ド部白亜 系が 南

北 2 帯 に 離 れ て 分布す る （松川
・江藤， 1987）．

Barremian 期か らAptian期 の 北帯の 羽 ノ 浦層 と 南

帯の狸谷層 の 産出化石 を比較す る と両者 の 共通種 は

2種だけで あ る が ，北帯 の 羽 ノ浦層 で は北西 ヨ
ーロ ッ

パ と北太平洋の 両動物地理区に特徴的な ア ン モ ナ イ

トが 含 まれ（松川 ・江藤，ユ987），南帯の 狸谷層 に は

温暖 な海域 を 示 す 可 能性の あ る 二 枚貝が 含 まれ る

（田代，1985 ）．こ の 状 況は，隣接 の 物部 川盆地 の

Aptian期で も同様で ， 北帯の 日 比原層 （上韮 生層）

と南帯の萩野層に含 まれ る 二 枚貝は生息域 に相違

旧 比原層 の もの は沿岸性 の 環境 ，萩野層 の もの は

遠 浅 の 砂 泥 を思 わ せ る 環 境 ）の あ る こ と が 示

さ れ た ．そ の 上 ， 南帯 の 荻野層 か らCucullα eα や

Scαbrotrigoniα の 産 出す る こ と は，北帯の 口比原

層に含まれ る もの に 比 べ て 温暖な海域 で あ っ た こ と

を示す可能性 が指摘され て い る （田代，1985）． こ れ

らは 両帯 の 下部白亜系 の 堆積の場の海流 の 相違 に 原

因す る もの と思 わ れ る．こ の よ うに北帯 と南帯 の ア

ン モ ナイ ト と二枚貝に 基 づ く生物相 の 相違 は
，

二 っ

の 海流の 相違に基づ くと解釈され るの で，両地域が

一連の 堆積場の 中 に あ り，堆積当時か ら比較的近 い

位置関係に あ っ た と解釈す る の は 合理的 で あ る．

3 ．恐竜

　山中白亜系 の 瀬林層下部 （Aptian 期）か ら恐竜 の

足跡 とOrnithomimidae　gen．　 et　sp ，　 indet．が報

告 され て い る （Matsukawa ＆ Obata ，1985，1992；

Manabe 　 et α9．，1986 ；Manabe ＆ Hasegawa，
ユ991）．

　 Ornithomimid 類の多 くは後期 白亜紀か ら報告 さ

れ て い る．しか し，Barsbold　and 　Osm61ska （1990）

に よ る とモ ン ゴ ル の Aptian 期ない しAlbian期か ら

もH αrpymimus 　ohladnihovi が産 出 して お り，瀬

林層
一
ド部層 の Ornithemimid 類 は モ ン ゴ ル の そ れ と

と もに こ の 仲間の 初期の もの で あ る と解釈で きる．

瀬林層下部層 の Ornithomimid 類に同定 さ れ る 標本

は一
つ の 脊椎骨で ある．そ の た め ， 層 や種 レ ベ ル で

の 分類が 不可能で ，それ らの レ ベ ル で の 系統関係 の

議論は で きない ．しか し， 瀬林層下部層 とモ ン ゴ ル

の もの が Ornithomimid類 の 系統上 の 初期の もの と

い う点か らす る と，両者の交流関係が 期待で き る．

両地域 陸続 き関係 で あ っ た可能性が高い （Figure　10）．

　 恐竜 の 足跡 は，分類の 特定が不可能 で あ る ．同時

代 の 手取層群か ら恐竜産出 の報告（東，1991）があり，

手取地域 と 山中地域 の 陸続 き関係 が 推定 で き る ．

瀬林囓下部層 で は，Ornitholnimid類 と淡水生 二 枚

貝 の Nippononaia 　ryosekiana （Mataukawa ，19鴎）

が 共存す る，胡 ρpo 氾 σ配厩 α ryosehianα は，そ の 仲

間が 西南日本内帯の手取層群 と関 門層群，韓国 の 慶
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Figure　10．　 Distribution　 of 　so 皿 e　dinosaurs　and 　freshwater　 mo ！］uscs 　around 　 Japan　irユ ！ate　 Early

Cretaceous　tinユ e．

尚層群 や中国 の 白亜系か ら産す る．こ れ も，瀬林層

の あ る 関東山地 と それ らの 地域 の 当時の 陸続 き関係

を裏付 け る一
つ の 証拠 で あ る．さ ら に，同時代 の手

取層群 の 知那洞層 と 田茂谷層 に は領石植物群 と手取

植物群の混合群集が 認 め られ る（木村 に よる私信，

1991＞．こ れ ら は，西南 日本外帯が前期 白亜紀 に は，

内帯地域 や ア ジ ア大陸と陸続 きで あ っ た とす る解釈

（松 川 ほ か，1987 ；Matsukawa ＆ Obata ，1982，

1993a
，
　 b）を支持す る ．

　 こ れ らの こ とは， 西南 日本外帯地域 の秩父帯 ・黒

瀬川複合地体が 白亜紀前期 に 内帯地域 に 衝突 ・合体

した 解釈 （笹嶋 ，
199ユ）を支持す る と共 に

， 両帯 の 衝

突 ・合体 の 時期が少 な くと も第 2 回目 の 海進期 （後

期Hauterivian期か らBarremian 期）以前で ある こ

と を示す ．

結 論

　 1 ）西南 日本外帯 の 下 部白亜系 が 分布す る 3 つ の

地 域 の 堆積相 と生 物相 に 基 づ く堆積環境 の 概要 を述

べ た．特 に，関東や 四国朿部で は浅海陸棚相 と陸棚

斜面 と の 同時異相 閧係 が 認 め ら れ，こ れ ら は北 側 に

陸域 と南側 に 広が る海域 の あ る 漣 の堆積場で 形成

さ れ た と解釈で き る．

　 2）西南 日本各地 の 下部 白亜系 に 含 まれ る礫岩層

と砂岩層 か ら堆積物 の 供給方向が読 み 取れ る．内帯

の手取層群の堆積盆地は西，東 と南 に 後背地 が存在

して い た と推定さ れ る．一
方，外帯の 下部自亜 系 の

古流向 は 北西か ら南東へ と南東か ら北西へ の 方向を

示 し， 北側 の陸域が示唆さ れ る．両 地域 の 間 に は，

堆積盆地 の 存在 を支持する証拠が な い の で ，両者 の

問 に 陸地が存在 し て い た と 解釈する の が合理的 で あ

る．なお，外帯地域 で は 占流向 や礫岩の礫径や 淘汰

度の水平的変化か ら南側 の 陸域 の 存在 が推定 され る

が ，そ れ ら は島や 半島で あ っ た と解釈 さ れ る ．

　 3 ）西南 日本外帯 の 下部白亜 系 は，ア ン モ ナ イ ト

を産す る．こ の うち，Barremian 期 の もの は，テ チ

ス ，北西 ヨ
ー

ロ ッ パ ，ボ レ ア ル と北 太平洋 の 4 つ の

動物地 理 区 に 特徴的 な種を 含 む．こ れ は
， 西南 日本
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外帯の 下部白亜系が ， 赤道か らと北極か らの 2 つ の

海流 の 影響 を受 けた と解釈 され る．こ れ は，当時 の

西南 日本外帯地域が北緯30
°
以上 の お そ ら く現在 と

ほ ぼ 同様 の 位置 に あ っ た こ と を示す．

　 4 ）西南 日本外帯 の 山中白亜系か ら 恐竜や 淡水生

二 枚貝が 産出 し，そ れ ら の 類縁種 の 内帯地域 お よ び

ア ジ ァ 大陸か ら も産する．こ れ は，前期白亜紀当時，

西南日本の外帯地域 は 内帯地域 や ア ジ ア大陸と陸続

き関係に あ っ た こ と を示す．
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